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新
年 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は 

健
や
か
に
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す 

 

昨
年
中
は 

本
会
の
福
祉
活
動
に
対
し
ま
し

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 

令
和
二
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
さ
れ
て

い
た
地
域
活
動
が 

コ
ロ
ナ
前
の
生
活
に
戻
り

つ
つ
あ
る
中
で 

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や

イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た 

本
会
で
は 

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
理
念
の
も
と 

引
き

続
き
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
す 

住
民
の
皆
様
や
行
政 

各
関
係
機
関
と
協
働

し
て
各
種
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す 

 

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ 

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
                              

社
会
福
祉
法
人 

中
土
佐
町
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長 

坂
井 

貞
嗣 
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令
和
六
年 

新
年
の
抱
負 

 

居宅介護支援事業所・訪問介護事業所（ヘルパー） 

デイサービスセンター 

のじぎく 

訪問入浴介護事業所 

ゆったりのんびり  

くつろげるよう 

お手伝いします 

みなさんの笑顔が増えるようがんばります！ 

いちょうの丘 

笹場 

この２年間で培ってきた経験や知識を大切にし、新年

は積極的に新しいことへチャレンジしていきます。 

温 故 
知 新 

地域福祉課 

（あったかふれあいセンター） 

「やる気・元気・笑顔で一致団結！！」 

どんな時もやる気と元気と笑顔を忘れず余裕を持

って行動できるよう課内一致団結していきます 
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総務課 
会長・事務局長 

「明朗会計」かつ「優しく丁寧に」をモットー

に縁の下の力持ちをめざします 明るい職場づくりと信頼される

社協を目指し取り組みます 

就労継続支援Ｂ型事業所鰹乃國の萬屋 

 

地域活動支援センターつどい処 
（中土佐町相談支援事業所） 

次の可能性に向かって、チームワークで進みます 

地域の方と一緒に障害のある方の 

防災に取り組みます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

ほのぼの 

大野見 寄り家 

つ
ど
い
処
防
災
新
聞 

令和 5年度 

第 3回 

地域に発信 障害のある方と防災 

 
 

十
月
十
四
日
、
十
五
日
に
「
な
か
と
さ
防
災
フ
ェ
ス
タ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
事
業
所
で
取
り
組
ん
で
き
た
防
災
活
動
の
発
表
と
、
東
北
大
震
災
で
被
災
し

た
障
害
の
あ
る
方
の
体
験
記
事
を
ま
と
め
た
パ
ネ
ル
「

3.11

ソ
レ
カ
ラ
パ
ネ
ル
」
の
展

示
を
行
い
ま
し
た
。 

町
内
外
か
ら
、
お
い
で
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
、
真
剣
な
表
情
で
時
間
を
か
け
て
パ
ネ

ル
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

防
災
フ
ェ
ス
タ
で
活
動
報
告
を
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
つ
ど
い
処
の
利
用

者
で
こ
れ
ま
で
の
防
災
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
「
何
を
し
て
き
た
の

か
」
「
自
分
た
ち
の
意
識
の
変
化
は
ど
う
か
」
「
今
後
、取
り
組
み
を
し
て
い

く
た
め
の
課
題
は
何
か
」
を
話
し
あ
い
ま
し
た
。 

事
業
所
内
で
避
難
訓
練
を
始
め
た
当
初
は
、
訓
練
に
積
極
的
で
な
か
っ

た
利
用
者
も
、年
数
を
重
ね
る
ご
と
に
意
識
が
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
他

の
障
害
の
あ
る
人
に
も
意
識
が
向
き
始
め
、
今
は
、
地
域
を
変
え
て
い
く
た

め
へ
の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
も
広
報
誌
な
ど
で
、
防
災
の
活
動
や
考
え
を
地
域
の
方
に
発

信
し
て
き
ま
し
た
が
、
直
接
、
自
分
た
ち
の
思
い
や
考
え
を
伝
え
、
感
想
を

聞
か
せ
て
も
ら
え
て
、防
災
活
動
へ
の
手
ご
た
え
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

 ～来場者の声～ 

・高齢化が進んでいる中、高齢者や体が不自由な人などを、

地域でどう協力し、支えていけばよいかを考えていかなけれ

ばならない。 

・昔と比べると隣近所での付き合いが減った。いざという時に

助け合って避難することなんてできるのだろうか。 

・障害のある方の災害時の死亡率は２倍で驚いた。今まで避

難しづらい人のことは考えたことがなかった。 

一
方
で
、
障
害
の
あ
る
方
の
災

害
時
の
状
況
を
知
ら
な
い
、
関
心

が
な
い
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る

現
状
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
情
報

に
接
す
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。 

少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
啓
発
活
動
の
継
続

や
、
地
域
の
方
と
共
に
防
災
を
考

え
る
機
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
の

必
要
性
を
よ
り
一
層
感
じ
ま
し

た
。 
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防
災
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
て
・
・
・ 

誰
も
取
り
残
さ
れ
な
い
た
め
の
防
災
を
目
指
し
て 

 

来
場
者
の
ご
意
見
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
高
齢
化
に
よ
り
、
近
所
に
空

き
家
が
多
か
っ
た
り
、
新
し
く
引
っ
越
し
て
き
た
人
を
知
ら
な
か
っ
た

り
、昔
の
よ
う
な
近
所
付
き
合
い
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。高
齢

者
や
障
害
の
あ
る
方
の
中
に
は
「
逃
げ
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
い
る
」

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

つ
ど
い
処
の
利
用
者
も
十
年
前
ま
で
は
、「
迷
惑
を
か
け
る
か
ら
」
と

避
難
訓
練
に
参
加
し
な
い
方
が
多
く
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
少
し
ず
つ
、

事
業
所
の
避
難
訓
練
や
防
災
学
習
会
に
参
加
す
る
う
ち
に
、
意
識
が

変
化
し
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
準
備
や
地
域
の
避
難
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど

自
分
の
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。そ
れ
は
、
「
迷
惑
を
か

け
る
」
が
「
迷
惑
を
か
け
る
け
ど
、
お
互
い
様
」
に
思
え
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。 

私
た
ち
が
災
害
時
に
備
え
、
地
域
で
共
に
助
け
合
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。い
ざ
と
い
う
時

に
助
け
合
っ
て
逃
げ
る
た
め
に
は
、日
頃
の
ご
近
所
付
き
合
い
や
、お
互

い
様
の
気
持
ち
で
参
加
で
き
る
避
難
訓
練
が
で
き
る
と
よ
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ま
ず
は
、
日
頃
の
挨
拶
や
、玄
関
前
に
出
る
だ
け
の
避
難
訓
練
な
ど

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

問
い
合
わ
せ
先  

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ど
い
処 

 

５
２
ー
２
８
８
０ 

 

障
害
が
あ
る
と
、
「
手
助
け
が
必
要
な
人
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
助
け
て
ほ
し
い
こ
と
も
あ
る
の
で
す

が
、
力
持
ち
で
車
い
す
を
上
手
に
押
せ
る
人
も
い
ま
す
し
、
料
理
が
と

て
も
上
手
な
人
も
い
ま
す
。「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
手

伝
い
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
人
は
多
く
い
ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
苦
手
さ
や
、初
め
て
す
る
こ
と
の
不
安
か
ら
、「
手
伝
い
た
い
」
と

声
を
か
け
ら
れ
な
い
方
も
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
周
り
の

人
か
ら
「
手
助
け
が
で
き
る
人
」
と
し
て
思
っ
て
も
ら
え
な
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。 

今
後
、
つ
ど
い
処
で
は
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
で
行
わ
れ
て
い
る

防
災
活
動
を
知
り
、参
加
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、地
域
の
人
に
近
所
に
住
ん
で
い
る
障
害
の

あ
る
人
の
存
在
や
、
そ
の
方
が
避
難
時
に
困
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
の
が
第
一
の
目
的
で
す
が
、日
頃
か
ら
見
知
っ
た
人
か
ら
、や
り

方
を
教
え
て
も
ら
え
れ
ば
、
避
難
時
に
高
齢
者
の
移
動
や
避
難
所
の

運
営
を
手
伝
う
な
ど
、
災
害
時
の
担
い
手
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
も
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

場
面
に
よ
っ
て
は
周
り
に
助
け
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
周
り

を
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
お
互
い
様
の
防
災
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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ふれあい作品展 

地域で趣味・特技を楽しみながら仲間を増やしたり、時間 

を過ごしたりする個人やサークルが作った品の展示・販売をし 

ました。１１月１７日から３日間開催し、会場となった 『あった

かふれあいセンターまんまる』 には、初日から多くの人が詰めかけ、延べ 201 人の来場がありまし

た。 

 

 

 

 

 

 

日替わりで企画したものづくり体験教室も人気で “つまみ細工のお雛さま”や“多肉植物の寄せ

植え”など参加者は、オンリーワンの作品を完成させることができました。   

バザーや作品販売で得た収益の一部 30,000円が久礼地域ふくし活動推進委員会に寄付され、

今後の地域活動に役立てていきます。 

最終日の 19日は、こどもセンターとの合同イベント 

≪はぐまるまつり≫として多くの親子の来場もあり、盛

況のうちに≪ふれあい作品展≫を終えました。 

活動への問合せ：久礼地域ふくし活動推進委員会 

（ 事 務 局 あ っ た か ふ れ あ い セ ン タ ー ま ん ま る ） 

             T E L ： 5 2 - 2 2 5 8 

つながり広げる地域活動 
久礼地域ふくし活動推進委員会 

玄 関 先 避 難 訓 練 

久礼地域ふくし活動推進委員会では、避難

訓練に参加しづらい高齢者が多いことに着目

し、他市町村でも取り組まれている ≪玄関先

避難訓練≫ を実施しました。 

普段過ごしている部屋から玄関までの移動

時間を計り、逃げる動線の確保や家具の固定が

出来ているかどうかを検証しました。 

今回は、試験的に浜西・新開・元町地区周辺

の５世帯を対象に行ないましたが、他地区へも

広げ日頃からの備えについて確認し合える地域

づくりを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 玄関に出るだけでも、避難の手助けを受けられ

る確率が上がります。普段の訓練で、玄関までの

移動時間や障害になる家具や荷物の確認をして

おきましょう。 

 

≪ポイント≫ 

〇自室から玄関までの動線の整理整頓 

〇家具の配置を考え固定しておく 

〇重たい物を下に軽い物を上に収納する 

今日は訓練の日やったね～ 

ありがとう。来てくれた～？ 

さぁ、一緒に訓練しましょう。 

お部屋から玄関までの時間を計っ

てみましょうね。 

自力で外に出られれば、 

近所の方や消防団の助けが

得られやすくなります。 
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 小規模多機能型居宅介護事業所 いちょうの丘笹場って                 

どんなところ？？ 

 

・1 カ月単位の定額料金で、日中の「通い(デイサービス)」を中心に必要に応じて「訪問(ヘルパー)」、「泊まり」を組

み合わせて 24時間 365日在宅生活を支援します。 

・通いサービスは時間の決まりはなく「午前中だけ」「午後だけ」など短時間でも利用ができるため利用者の状態や

体調に合わせた柔軟な通いサービスが利用できます。 

・訪問サービスは時間、回数に制限がないため、服薬確認だけといった短時間の訪問を必要な時に必要な時間だ

け利用できます。 

・住み慣れた自宅や地域で安心して暮らしていけるように、どのサービスも同じ（顔なじみの）職員が支援します。 
 

★小規模多機能型居宅介護事業所の 1週間の流れをご紹介します。また、一般的なデイサービスや訪問介護

事業所（ヘルパー）とで利用方法がどのように異なるのでしょうか？1週間の流れを比べてみました。 
 

要介護 2の方の利用例(負担額：1割) 
 

 

【小規模多機能型居宅介護事業所を利用した場合】 

月 火 水 木 金 土 日 

訪問 

[15分] 

(内服確認) 

訪問 

[1時間] 

(内服確認・ 

自宅の掃除) 

訪問 

[15分] 

(内服確認) 

訪問 

[1時間] 

(内服確認・自

宅の掃除) 

訪問 

[15分] 

(内服確認) 

訪問 

[1時間] 

(内服確認・自

宅の掃除) 

訪問 

[1時間] 

(内服確認・ 

自宅の掃除) 通い 

(昼食・入浴) 

通い 

(昼食・入浴) 

通い 

(昼食・入浴) 

訪問 

[15分] 

(洗濯) 

訪問 

[15分] 

(洗濯) 

訪問 

[15分] 

(洗濯) 

 

【一般的なデイサービスとヘルパーを利用した場合】 

月 火 水 木 金 土 日 

ヘルパー 

[9：00～ 

9：30] 

(内服介助・ 

デイ準備) 

ヘルパー 

[10：00～ 

11：00] 

(内服確認・ 

自宅の掃除) 

ヘルパー 

[9：00～ 

9：30] 

(内服介助・ 

デイ準備) 

ヘルパー 

[10：00～ 

11：00] 

(内服確認・ 

自宅の掃除) 

ヘルパー 

[9：00～ 

9：30] 

(内服確認・ 

自宅の掃除) 

ヘルパー 

[10：00～ 

11：00] 

(内服確認・ 

自宅の掃除) 

ヘルパー 

[10：00～ 

11：00] 

(内服確認・ 

自宅の掃除) 

デイ 

サービス 

[10：00～ 

16：00] 

デイ 

サービス 

[10：00～ 

16：00] 

デイ 

サービス 

[10：00～ 

16：00] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎利用料金表(１カ月) 

 通い 訪問 昼食代 おやつ代 日用品代 合計 泊り 

小
規
模
多
機
能
型 

居
宅
介
護
事
業
所 

15,318円 

※月額定額です。 

1回 

500円 

×13日＝ 

6,500円 

1回 

100円 

×13日＝ 

1,300円 

1 カ月 

500円 
23,618円 

1泊 

2,000円 

※朝食 

1回 

300円 

夕食 

1回 

500円 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

1日 838円 

×13日＝ 

10,897円 

 1回 550円×13日＝7,150円 

28,425円 

 

ヘ
ル
パ
ー 

訪問 

月・水・金 (30分利用) 1回 250円×13回＝3,250円 

火・木・土・日 (1時間利用) 1回 396円×18回＝7,128円 

10,378円 

●ご利用に関するお問い合わせは、 

中土佐町社協／濵口(☏0889-59-0557)までご連絡ください。 
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認知症・知的障害・精神障害等により以下のような困りごとがある場合、家庭裁判所が選んだ成年後見人等が財

産管理や介護等のサービス利用契約の支援を行う『成年後見制度』を使って改善できる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用者様も含め、地域の方にも足を運んでいただき、中土佐町福祉まちづくり施設を地域の方に

も知ってもらえることができたように感じます。 

中土佐町の在宅福祉サービスの拠点として、住み慣れた自宅、地域でご利用者様が安心して生活で

きるようにサポートしていきます。 
10 

いちょうの丘まつり 

中土佐町福祉まちづくり施設が開設され、１年と半年が過ぎました。新型コロナウイルスの蔓延等

で地域の方々との交流も難しい状況が続いていましたが、ようやく10月23日（月）にいちょうの

丘まつりと題したイベントを初めて開催することができました。この日はお天気にも恵まれ、上ノ

加江小学校１・２年生、大野見なかよし会、ハーモニカサークルの皆さんに演奏や踊りを披露して

もらいました。 

ご利用者様もじっくり耳を傾けたり、手拍子をしたりして楽しまれておりました。 

ご利用者様も含め、地域の方にも足を運んでいただき、中土佐町福祉まちづくり施設を地域の方に

も知ってもらえることができたように感じます。 

中土佐町の在宅福祉サービスの拠点として、住み慣れた自宅、地域でご利用者様が安心して生活で

きるようにサポートしていきます。 

10 

中土佐町権利擁護支援センター 

成年後見制度に関するご相談・親族後見人のお悩み 

お気軽にご連絡ください 

 

ご自身やご家族のために 

成年後見制度の利用を考えている方 

• 成年後見制度を利用した方がいいのか 

知りたい 

• 親族後見人と専門職後見人の違いは？ 

• 金融機関等で勧められた 

• 成年後見以外の方法はないの？ 

 

親族後見人として受任中の方 

• 後見人として何をしたらいいか不安 

• ひとりで全部抱えてしまって大変 

• 何年も前に引き受けたけど、後見活動が

難しくなってきた 

• 家庭裁判所に聞くまえに、身近なところ

へ相談したい 

＊成年後見制度を利用している方のご相談も受け付けています 
 

 

問合せ先：中土佐町権利擁護支援センター（中土佐町社会福祉協議会内） 
11 

福祉サービスや医療

を利用するとき、手

続きや支払いが自分

一人では不安… 

成年後見人等は、サービス等を利用するた

めの相談に乗り、必要な契約や支払いがで

きます。 

保険契約のことや

不動産の管理 

・・・自分でできな

くなったら、信頼で

きる人に頼みたい 

任意後見制度を利用して、あらかじめ支援

者や支援内容について契約しておけば、将

来の不安に備えることができます。 

通帳や大事な書類を

どこへ置いたかわか

らなくなることが増

えて困っている 

成年後見人等は、財産管理のお手伝いがで

きます。 

必要のない高額商品

をいくつも購入して

しまう 

成年後見人等が、状況により契約を取り消

すことができる可能性があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『第 51 回高知県オールドパワー文化展』が開催

されます。シニアの方々が洋画・日本画・書道・写

真・工芸・彫刻の作品を出品されています。ぜひ鑑

賞しに行かれてみてください。 

出品作品も募集しています。詳しくは、高知新聞

企業 HP をご覧いただくか、高知県社会福祉協議会

いきいきライフ推進課（☎088-844-9054） 

までお問合せください。 

 

      

 

赤い羽根共同募金 

中土佐町共同募金委員会からの

お知らせ 

 令和５年度の赤い羽根共同募金運動にご協力、

ありがとうございました。 

 地区長・常会長・班長様のご協力のもと、たく

さんの戸別募金が集まりました。また、企業・法

人のみなさまからも年末年始にも関わらず、たく

さんの大口募金があり皆さまのあたたかいご協力

に心から感謝申し上げます。 

令和６年度の助成を受けたい団体を募集します！ 

まだ間に合う 

対象団体 

中土佐町で見守りや生活の

助けにつながる活動、いき

がいや地域を盛り上げる活

動を行っている団体・組織 

募集期間 

R６年 2月 9日

まで 

希望される方は、

ご一報ください。 

申請書類は事務局にあります。

お気軽にお問合せください。 

たくさんのご寄付をいただきました 

皆さま、温かいお気持ちをありがとうございました♡大切に使わせていただきます。 

＊切手 
グループホームなかとさ  かど福祉会   

笹場スカッシュ   高橋電器   匿名希望…数名 

＊プルタブ 
  西村 勇  山中 大吾  黒原 喜久   

中平 里恵子  棟長 香代子  たにぞえ 

高橋電器  道の川交流館   匿名希望…数名 

（順不同・敬称略） 

＊その他 
  中土佐ライオンズクラブ   

(株）ライフプラザ光陽   匿名希望 

 

編集・発行   社会福祉法人中土佐町社会福祉協議会 
〒789-1301 高岡郡中土佐町久礼 6584-1 TEL：0889-52-2058 FAX：0889-59-0554 

HP   http://www.nakatosa-shakyo.or.jp 

※この広報は赤い羽根共同募金の配分金で発行しています 


